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 17　 そうたさんたちは、インゲンマメの発芽に必要な条件について調べること

にしました。次の (1)～(6)に答えなさい。  

そうたさん　　インゲンマメの発芽には、何が必要だと思いますか。 

れいかさん　　インゲンマメも生物なので、水と空気は必要だと思います。 

そうたさん　　日光は必要でしょうか。 

れいかさん　　土の中で芽が出るから、日光は必要ないと思います。 

そうたさん　　それでは予想をたしかめるための実験をしましょう。 

 実験１  

①　図１のようにプラスチックのカップにだっし綿を入

 　れて、インゲンマメの種子をまいた。

②　表のように条件を変えて実験を行い、１週間後、種

 　子が発芽するかどうかを調べた。

   表

 条件Ａ 条件Ｂ 条件Ｃ 条件Ｄ

 水をあたえず、空 種子を水にしず 水をあたえ、空気 水をあたえ、空気

 気にふれる め、空気にふれな にふれる にふれる

 い

    カップに箱をかぶ

    日光に当てる 日光に当てる 日光に当てる せて日光に当てな

  い

室温２０℃ 室温２０℃ 室温２０℃ 室温２０℃

  
 　【実験結果】 

条件Ａ 条件Ｂ 条件Ｃ 条件Ｄ

発芽しなかった 発芽しなかった 発芽した 発芽した

 

そうたさん　　次に発芽の条件として適当な温度が必要かどうかについて考えて

みましょう。 

れいかさん    春になれば芽が出るので、２０℃くらいの温度は必要だと思いま

 す。

そうたさん　　では予想をたしかめるための実験をしましょう。 

 実験２  

 ①　プラスチックのカップにだっし綿を入れ、インゲンマメの種子をまいた。

 ②　次の条件Ｅのようにして実験を行い、１週間後、種子が発芽するかどうかを

 　調べた。

 条件Ｅ：水をあたえ、空気にふれるようにして、日光が当たらない、 

　　　　温度が５℃の冷蔵庫の中に入れる。

  
 　【実験結果】 

発芽しなかった
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(1)　水にひたしてやわらかくしたインゲンマメの種子を、カッターナイフで切り、

   その切り口にヨウ素液をつけると、青むらさき色になりました。ヨウ素液の色の

   変化からインゲンマメの種子には、何がふくまれているとわかりますか、書きな

 　 さい。

 

 

 

(2)　実験１の条件Ａと条件Ｃの実験結果から、インゲンマメの種子が発芽するため

　に何が必要であるとわかりますか。正しいものを、ア～エから選びなさい。 

   ア　日光　　　イ　水　　　ウ　空気　　　エ　空気と水 

 

 

 

(3)　実験２の条件Ｅで種子は発芽しませんでした。この実験結果だけではインゲン

   マメの種子の発芽に適当な温度が必要だとは言い切れません。適当な温度が必要

   であることを確かめるためには、条件Ｅと実験１の条件Ａ～Ｄのどの実験結果と

　 を比べるとよいですか。正しいものを、ア～エから選びなさい。  

　 ア　条件Ａ　　イ　条件Ｂ　　ウ　条件Ｃ　　エ　条件Ｄ 

 

    

 

(4)　後日、実験１と実験２の条件Ａ〜Ｅで、インゲンマメの種子のかわりにレタス

　 の種子をまいて発芽するかどうかを調べると、１つだけインゲンマメの種子とち

   がう結果になりました。学校で先生にたずねたところ、そうたさんがまいたレタ

   スの種子は、発芽に日光が必要であることがわかりました。このことより、イン

   ゲンマメの種子とちがう結果になったのは、どの条件でまいたレタスの種子だと

　 考えられますか。正しいものを、ア～オから選びなさい。 

　 ア　条件Ａ　　イ　条件Ｂ　　ウ　条件Ｃ　　エ　条件Ｄ　　オ　条件Ｅ 

  

 

 

(5)　インゲンマメの種子は発芽した後、子葉がしぼんでし 

   まいました。このしぼんだ子葉を図２のようにカッター

　 ナイフで切り、その切り口にヨウ素液をつけると、青む 

   らさき色になる部分がありませんでした。なぜ、青むら

 　 さき色にならなかったのか、理由を書きなさい。

 　

 

 

  
                                                            　　

図２

しぼんだ子葉



- 3 -

 

(6)　実験３の実験結果から、インゲンマメの成長についてどのようなことがわか　

 　 りますか、書きなさい。

そうたさん　　次にインゲンマメの成長と日光との関係についてを調べるため　

 　　　　　　に、実験をしましょう。

 実験３  

①　発芽した同じくらいの大きさに育った２本のインゲンマメ

　を、それぞれ別々に肥料をふくまない土を入れた植木ばちに

 　植えた。

②　２つの植木ばちを室温が２０℃の部屋に置き、植木ばちＸ

　は日光が当たるようにした。植木ばちＹは、図３のように、

　空気が出入りできるように、箱をかぶせて光が当たらないよ

　うにした。２つの植木ばちに肥料は週に２回ずつあたえ、水

 　は同じ量ずつ毎日あたえた。

 ③　２週間後に２つの植木ばちのインゲンマメ育ち方を比べた。

 

  【実験結果】

 植木ばちＸ：葉が緑色になり、よく成長した。

植木ばちＹ：葉が黄色（うすい緑色）になり、植木ばちＸに比べてあまり成

　　　　　　長しなかった。
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